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評価基準の説明 【インターロッキングブロック】 
 

１．評価対象 

「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）」（以下「標仕」という。）令和 7年版 22章 8節に規定

するインターロッキングブロックとし、種類は普通ブロックとする。ただし、視覚障害者誘導用インタ

ーロッキングブロックは除く。 

 

２．引用している規定 

（１）標仕 令和 7年版 

（２）日本産業規格 

・JIS A 5364：2016「プレキャスト無筋コンクリート製品－材料及び製造方法の通則」 

・JIS A 5371：2016「プレキャスト無筋コンクリート製品」 

・JIS A 5041：2009「コンクリート用砕石粉」 

・JIS A 6201：2024「コンクリート用フライアッシュ」 

・JIS A 6202：2017「コンクリート用膨張材」 

・JIS A 6204：2011「コンクリート用化学混和剤」 

・JIS A 6205：2013「鉄筋コンクリート用防せい剤」 

・JIS A 6206：2024「コンクリート用高炉スラグ微粉末」 

・JIS A 6207：2016「コンクリート用シリカフューム」 

・JIS R 5210：2019「ポルトランドセメント」 

・JIS R 5211：2019「高炉セメント」 

・JIS R 5212：2019「シリカセメント」 

・JIS R 5213：2019「フライアッシュセメント」 

・JIS R 5214：2009「エコセメント」 
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評 価 基 準  インターロッキングブロック 

 

項  目 品 質 ・ 性 能 備  考 

材 
 

料 

セ メ ン ト 

JIS R 5210、JIS R 5211、JIS R 5212、JIS R 5213、JIS R 5214のいずれか

の規格に適合するもの、または品質がこれらと同等以上のものとするこ

と。 

 

骨 材 JIS A 5364の「4.1.2骨材」による。  

水 
油、酸、塩類、有機不純物、懸濁物など、インターロッキングブロックの

品質に影響を及ぼす物質を有害量含んでいないこと。 
 

混 和 材 料 

インターロッキングブロックの品質に有害な影響を及ぼさないこと。フ

ライアッシュ、膨張材、化学混和剤、防せい剤、高炉スラグ微粉末、シリ

カフォーム及びコンクリート用砕石粉を使用する場合は、それぞれ JIS A 

6201、JIS A 6202、JIS A 6204、JIS A 6205、JIS A 6206、JIS A 6207、JIS 

A 5041 の規格に適合するもの、または品質がこれらと同等以上のものを

用いること。 

 

着 色 材 料 
インターロッキングブロックの品質に有害な影響を及ぼさないものとす

ること。 
 

製 造 方 法 JIS A 5364の「5製造方法」による。  

品
質 

外 観 使用上有害なきず、ひび割れ、欠け、反り、ねじれなどがないこと。  

寸 
 

法 

厚 さ 

（mm） 

車 道 用 80  

歩 道 用 60  

寸 法 許 容 差 

部  位 許容差（mm） 

長さ（50mm以上） ± 2.5 

幅 （50mm以上） ± 2.5 

厚さ ± 2.5 
 

 

ブロックの上面積に 

対する全側面積の割合 
0.65以上  

性 
 

能 

曲 げ 強 度 

（N/mm2） 

車 道 用  5.0以上  

歩 道 用  3.0以上  

圧 縮 強 度 

（N/mm2） 

車 道 用 32.0以上  

歩 道 用 17.0以上  

試
験
方
法 

１．試験体は、機能区分ごととし、汎用性のある製品とする。 

２．試験体の数は、各3個以上とする。 

３．外観試験は、JIS A 5371の「8.1外観試験」による。 

４．曲げ強度試験は、JIS A 5371の「B-3.6.1.1コンクリートの曲げ強度試験」による。 

５．圧縮強度試験は、JIS A 5371の「B-3.6.1.2製品からのコアの圧縮強度試験」による。 

 

 

 


